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第５回スポーツクライミング

アジアユースチャンピオンシップ大会報告

北海道選手団も大活躍
ご支援いただきましてありがとうございました。

☆☆☆☆☆☆ ３人がそろって入賞
國谷斗馬選手（美唄工業高校）ユースAスピード第２位

萩原亜咲選手（倶知安高校） ジュニアリード 第３位

杉本 怜選手（手稲東中学校）ゆーすBリード 第２位

北海道選手団（左から國谷、萩原、杉本の各選手）開会式会場にて１２月３日
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１２月１日から５日まで香港で行わ

れた、第５回アジアユース大会に北海

道から初めて３人もの選手が推薦され

て出場することが出来ました。

出場１２カ国の強豪と技を競い合い

日頃の練習の成果を十分に出して、臆

することなく見事な登りを見せてくれ

ました。

に初日に行われたスピード競技

は、北海道から國谷選手が出場しまし

た。もともと、日本ではあまり開催さ

れない競技ですが、今回は日本選手団

から初めて男子５名、女子１名がエン

トリーしました。とにかくハードでタ

フな興奮する競技でした。

國谷選手は出場者が一番多いユース

Ａのカテゴリーで予選を２番目のタイ

ムで通過しました。Ａ、Ｂ２本のルー

トを２人で登り、その合計タイムで予

選が行われました。高さ１２ｍ、ハン

グ有り、張り出し有りの変化のある壁

を９秒台のスピードで駆け上がる様は

まるで猿のようでした。

決勝は８人のﾄｰﾅﾒﾝﾄ方式、これも２

本のルートを二人が登り、２勝すれば

勝ち、対の場合は合計時間で決める方式

でした。トーナメントを順調に勝ち進

み、決勝は中国の選手との対戦になり

ました。ここまで、予選２本、トーナ

メントで４本登り、決勝までには実に

８本も全力で登らなくてはいけないと

いう大変な競技です。

國谷選手は、１本目を勝ち優勝を決

める２本目の最上部で惜しくもフォー

ル惜しい第２位となりました。予選か

ら決勝まで１２ｍの壁を８本駆け上が

る力は凄いものでした。最高タイムも

８秒台を出して、１ｍ１秒の壁をあっ

さり越してしまいました。 その日の

午後からは、リードの予選が行われましたが、國谷選手は残念ながら予選１０位と調子があがりませんでし

た （無理もないことです）。
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リード競技予選

スピード競技が終了して１時間後、

リード競技の予選が開始された。予選

は翌日に２本目を登りその順位のトー

タルから決勝進出者が決まります。

、、ユースＢに出場した杉本怜選手は 5
後半のルートを３３手まで登り第３12

位で初日を終了した。

翌日の予選２本目は難しいルーフも

楽にこなして、第２位の成績で予選を

終了、２本の合計で第２位で決勝進出

を決めた。

ジュニア女子に出場の萩原選手も初

日の予選１本目は第２位で終了し、翌

日の２本目は同率２位、ポイント差で

第３位で決勝進出を決めてた。昼間は

直射になると北海道の夏より暑くなり

朝夕は１５℃まで下がり体調の管理が

大変な季節で、万全の調子で望めなか

ったのが悔やまれます。

ユースＡに出場の國谷選手は、前記

の通りあまりにもタフなスピード競技

で力を吸い取られてしまい。リードで

は力が出し切れず。予選１本目は１０

位、翌日の２本目も１０位と挽回でき

ず決勝進出はなりませんでした。

リード決勝

ユースＢ２位で決勝進出を決めた、

杉本選手は 前半のルートで見事１８ｍ×１６ｍの巨大な壁で行われました。 5,13
な登りを見せてくれました。

予選を１位で通過した韓国のリー選手が２６手でフォール、杉本選手も全く同じ所まで登り決勝は同率で１

位、カウントバックにより予選の順位が考慮されて惜しくも第２位となる。ここまで伸びた杉本選手は、今

後も大いに期待が持てる選手で、本人、周りの環境が整えば来年の世界ユースも視野に入ってきています。

多くの方々のご支援を今後も期待しております。

ジュニア女子決勝に出場した萩原選手も、安定した登りで垂壁からルーフに入り、見事な足裁きでルーフ

を渡り、抜け口のホールドから次のホールドに届くも甘いところにかかってしまいフォール、順位は変わら

ず第３位の成績で終了しました。

萩原選手、國谷選手のｸﾗｲﾐﾝｸﾞにかける情熱はすばらしいものがありました。国体での優勝、入賞、ユース

チャンピオンシップ大会、ＪＯＣジュニアオリンピックカップ大会等、引率した大会のすべてで決勝に進出

してくれました。多くの後輩達が目標にしている選手になり、二人にはその自覚と毎日の練習がいまだに続

いています。ユースの年代を終わり新たなカテゴリーで世界選手権、ワールドカップへと飛び出してもらい

たいと思っております。本当にご苦労さんでした、今後に期待しています。
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アジアユースの年代では、日本が

一番強く、合計１０人の入賞者を出

しました。中でも、安間選手、野口

選手は他を圧倒する力があり今後も

世界の舞台で活躍していくことでし

ょう。韓国、中国、香港、インドネ

シア、タイにも強い選手が出てきて

いました。今回オーストラリアから

も多くの千選手が出てきました。オ

セアニアはアジアと別地区なので順

位には入らないものの多くの選手が

上位に食い込んでいました。

大会は朝の８時から夜の９時まで

と、ハードスケジュールでしたが少

しの時間を利用して、がんばってき

た選手達に、夜の観光とおいしい食

事を食べさせてやることが出来まし

た。皆様方からのご支援があったか

らこそでした。

ありがとうございました。

海上レストランジャンボでの

夕食、ビクトリア・ピークか

らの香港

百万ドルの

夜景も見る

ことが出来

ました。

野口選手

も萩原さん

の大の仲良

しで同行し

ました。

（奈良記）


